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第
六
回
宇
治
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
、
十
一

? ﾉ

ﾀfy/f

六
日
旧
、
午
前
十
時
か
ら
市
役
所
前
ス
タ
ー
ト
で
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
多

く
の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
年
齢
や
体
力

に
応
じ
無
理
な
く
走
れ
る
よ
う
、
２
フ
ス
編
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
距
離
は
、
十
＊
ロ
・
五
＊
Ｄ
-
三
＊
□
　
･
二
＊
Ｇ

の
四
コ
ー
ス
。
参
加
者
全
員
に
記
録
証
を
お
渡
し
ま

す
。
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
い
い
汗
流
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
参
加
申
し
込
み
は
往
復
は
が
き
で
。
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

行政相談所を開設

　　　10月16日市長相談室で

　
行
政
相
談
週
間
が
十
月
十
二

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
一
環
と
し
て

十
月
土
〈
日
困
、
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
、
市
役
所
市

民
相
談
室
で
行
政
相
談
所
を
開

き
ま
す
。
国
や
府
・
市
を
は
じ

め
、
公
社
、
公
団
な
ど
の
仕
事

１
古
情
や
ご
意
見
、
ご
要
望
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
国
か
ら
委
嘱
か
受
け
た
行
政

相
談
委
員
が
、
秘
密
厳
守
で
親

切
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相

談
制
度
の
利
用
促
進
と
啓
も
う
、

更
に
は
制
度
の
充
実
を
目
的
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
い
つ
で
も

　
　
気
軽
に
相
談
を

　
ま
た
、
こ
の
日
に
限
ら
ず
、

毎
月
一
回
第
三
木
曜
日
（
昭
和

六
十
一
年
度
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
び
き
に
掲
載
）
に
行
政
相

談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の

外
、
京
都
行
政
監
察
事
務
所
（
京

都
市
中
京
区
御
池
通
り
西
洞
院

西
入
ル
・
豊
０
７
５
㈲
2
5
6

1
）
や
左
表
の
行
政
相
談
委
員

の
自
宅
で
も
相
談
出
来
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

行
政
相
談
委
員
の
連
絡
先

（
敬
称
略
）

瀬
田
佐
江
子

増
井

繁
一

松
本

ｍ

氏

名

宇
治
東
内
23

豊
⑤
４
７
９
３

伊
勢
田
町
北
山
５
１
23

ａ

⑩
０
１
２
４

五
ヶ
庄
一
一一
番
割
10

Ｓ
⑩
８
３
８
５

住

所

電

話

～
1
1
4
～
４
４
４
～
４

鶴
さ
ん
）

643

▲昨年のロードレース（60年11月３日）

宇治ロードレース大会のクラス･距離-対象表

　
ウ
子
さ
ん
）

　
（
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う
）

Ｏ
ス
ポ
ー
ツ
で
■
-
ｉ
t
Ｊ
>
{
|
l
K
体
も
健

　
康
美
（
五
ケ
庄
新
開
、
和
泉

　
洋
子
さ
ん
）

○
ス
ポ
ー
ツ
で
広
が
る
友
の
輪

　
宇
治
の
ま
ち
（
大
久
保
町
旦

　
椋
、
恵
美
須
博
子
さ
ん
）

　
（
町
を
美
し
く
し
よ
う
）

Ｏ
美
し
い
ま
ち
市
民
の
顔
で
す

　
心
で
す
（
小
倉
町
山
際
、
丈

　美しく真心のこもった社会づくりを

　　63年京都国体市民運動

啓発標語14点:が入賞

　
違
綾
子
さ
ん
）

○
美
し
い
ま
ち
は
家
庭
の
マ
ナ

　
ー
か
ら
（
神
明
石
塚
、
河
合

　
茂
男
さ
ん
）

　
（
花
い
っ
ぱ
い
緑
い
っ
ぱ
い
に

　
し
よ
う
）

Ｏ
緑
い
っ
ぱ
い
花
い
っ
ぱ
い
こ

　
ぞ
っ
て
則
む
お
茶
の
ま
ち

　
　
（
開
町
、
内
藤
敦
子
さ
ん
）

○
花
愛
し
緑
育
て
て
蓼
つ
ま
ち

　
　
（
伊
勢
田
町
中
山
、
増
井
千

　
（
郷
土
を
よ
く
知
り
自
然
・
文

　
化
を
大
切
に
し
よ
う
〉

○
お
茶
に
水
歴
史
旧
跡
光
る
宇

　
治
（
菟
道
車
田
、
山
口
喜
六

　
さ
ん
）

○
そ
Ｅ
匹
に
残
そ
う
目
然
と

　
文
化
財
（
小
倉
町
山
際
、
森

　
本
貴
世
美
さ
ん
）

　
秋
季
大
会
が
決
定

　
６
３
年
1
0
月
1
5
日
～
２
０
日
に

　
六
十
三
年
京
都
国
体
秋
季
大

会
の
開
催
日
程
が
、
昭
和
六
十

三
年
十
月
十
五
日
出
か
ら
二
十

日
俐
ま
で
の
六
日
問
に
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
九
月
十
二

日
に
開
か
れ
た
日
本
体
育
協
会

国
体
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
も

の
で
、
本
市
が
メ
ー
ン
会
場
に

な
る
夏
季
大
会
に
つ
い
て
は
、

ソ
ウ
ル
五
輪
と
の
日
程
調
整
の

た
め
、
次
回
委
員
会
以
降
に
結

論
か
痔
ち
越
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
も
、
国
体
実
行
委
員

心
一
を
組
織
し
、
競
技
、
式
典
や

施
設
、
輸
送
、
宿
泊
な
ど
各
方

面
で
の
準
備
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
人

た
ち
を
温
か
く
迎
凡
ぷ
っ
と
、

市
民
運
動
推
進
協
議
会
で
も
諸

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
広
範

な
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
加
と
、
各
種
事
業
へ
の
協
賛
、

ご
援
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）

大
会
參
加
要
領

▽
コ
ー
ス
…
市
役
所
前
―
白
川
－
立
場
林
道
（
未
公

　
認
コ
ー
ス
）

▽
ク
ラ
ス
・
距
離
・
対
象
…
左
表

▽
参
加
料
・
：
小
・
中
学
生
・
高
校
生
五
百
円
、
一
般

　
千
円

▽
申
し
込
み
期
限
…
1
0
月
2
5
日
出
必
着

▽
申
し
込
み
方
法
・
：
往
復
は
が
き
で
。
住
所
・
氏
名
・

　
年
齢
・
所
属
（
勤
務
先
ま
た
は
学
校
）
　
・
参
加
ク

　
ラ
ス
を
記
入
の
上
、
助
宇
治
市
体
育
協
会
（
五
ケ

　
庄
官
有
地
）
ま
た
は
宇
治
市
陸
上
競
技
協
会
（
広

　
野
町
尖
山
２
－
2
2
3
、
長
棟
秀
之
さ
ん
方
）
へ

▽
問
い
合
わ
せ
…
市
体
育
協
会
（
ｓ
⑩
1
9
0
5
）

　
ま
た
は
市
陸
上
競
技
協
会
（
豊
⑩
６
４
２
１
、
長

　
棟
秀
之
さ
ん
方
）
へ

▽
主
催
・
：
宇
治
市
陸
上
競
技
協
会

▽
後
援
…
市
教
育
委
員
会
・
詞
宇
治
市
体
育
協
会

クラス 距　離 対　　　象

１部 1 Okm 一般・制限なし

２部 5km 一般男子

３部 5km 高校生男子

４部 3lim 高校生・一般女子

５部 5km 中学生男子

６部 3km 中学生女子

７部 2km 小学生男子

8 部 2km 小哭生女子

９部 5km 壮年（40歳以上）男子

10 SIS 3 km 壮年（35歳以上）女子

　
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走

う
つ
宇
治
市
市
民
運
動
推
進
協

議
会
で
は
、
美
し
ぐ
真
心
の
こ

も
っ
た
社
会
つ
く
り
を
目
指
す

市
民
運
動
を
ご
理
解
い
た
だ
ぐ

た
め
に
、
標
語
客
輩
Ｌ
笙
し

た
。
　
標
語
は
、
七
つ
の
運
動
項
目

ご
と
に
募
集
し
、
総
数
二
百
七

十
二
点
の
ご
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次

の
作
品
が
入
選
・
佳
作
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
あ

昨
一
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
賞
作
品
（
◎
入
選
・
〇
佳
作
）

　
（
親
切
と
触
れ
合
い
の
輪
を
広

　
げ
よ
う
〉

Ｏ
親
切
の
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
宇

　
治
の
ま
ち
（
五
ケ
庄
新
開
、

　
竹
中
教
子
さ
ん
）

○
思
い
や
り
深
め
て
住
み
よ
い

　
お
茶
の
ま
ち
（
小
倉
町
中
畑
、

　
池
本
淑
子
さ
ん
）

　
（
社
会
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
ろ

　
う
）

Ｏ
社
会
の
マ
ナ
ー
守
っ
て
住
み

　
よ
い
宇
治
の
ま
ち
（
広
野
町

　
宮
谷
、
西
山
政
子
さ
ん
）

○
助
記
写
ル
ー
ル
守
っ
て
明

　
る
い
宇
治
市
（
黄
道
大
垣
内
、

　
中
井
潔
さ
ん
）

　
（
健
康
づ
く
り
に
つ
と
め
よ
う
）

Ｏ
健
康
は
規
則
正
し
い
く
ら
し

　
か
ら
（
五
ケ
庄
平
野
、
馬
込

　
和
夫
さ
ん
）

○
ま
ず
健
康
鍛
え
よ
体
磨
け
よ

　
心
（
六
地
蔵
徳
永
、
藤
田
ユ

災
害
関
連
経
費
な
ど

４
億
７
千
4
8
万
円
（
一
般
会
計
）
を
計
上

　
宇
治
市
議
心
一
九
月
定
例
会
は
、

九
月
十
九
日
か
ら
十
月
七
日
ま
で

十
九
日
間
の
会
期
で
開
心
一
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）
案
か
ほ
じ
め
、
二
特
別
会

計
（
公
共
下
水
道
事
芦
・
火
災
共

済
事
業
）
補
正
予
算
案
、
老
人
の

家
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て
、

宇
治
市
立
学
校
設
置
に
関
す
る
条

例
の
一
部
忿
改
正
す
る
条
例
を
制

定
す
る
に
つ
い
て
な
ど
三
十
一
議

案
か
提
案
。
各
委
員
会
で
議
案
な

ど
を
審
議
し
、
決
算
忿
除
く
二
十

議
案
が
十
月
七
日
の
本
会
議
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
は
、
七

月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧

費
や
国
体
に
向
け
て
の
道
路
整
備

経
費
と
、
当
初
予
算
編
成
以
後
に

発
生
し
た
事
業
や
補
助
金
の
内
定

に
伴
う
も
の
で
、
四
億
七
千
四
十

八
万
五
千
円
の
補
正
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計

予
算
総
額
は
、
二
百
七
十
億
四
千

二
百
九
十
二
万
七
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
〉

▽
㈹
善
法
地
区
参
人
福
祉
セ
ン
タ

　
ー
建
設
費
に
三
千
四
百
五
十
万

　
円
。

▽
特
定
区
間
路
線
バ
ス
運
行
補
助

　
金
に
二
百
五
十
万
円
。

▽
い
こ
い
の
広
場
整
備
工
事
費
に

　
七
百
万
円
。

▽
国
体
関
連
道
路
整
備
費
に
八
千

　
百
五
十
万
円
。

▽
災
害
関
連
経
費
に
七
千
九
百
三

　
十
一
万
四
千
円
。

　
市
立
学
校
設
置
条
例

　
一
部
改
正
を
提
案

　
ま
た
、
宇
治
市
立
学
校
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
夕
改
正
す
る

条
例
か
提
案
。
こ
れ
は
、
昭
型
（

十
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
市
立
幼

稚
園
で
二
年
保
育
零
稽
実
施
す

る
に
当
た
り
、
本
市
第
二
次
総
合

計
画
の
基
本
計
画
と
就
学
前
教
育

問
題
懇
談
会
の
提
言
に
則
し
て
、

現
行
八
園
を
四
園
と
す
る
内
容
の

も
の
で
す
。

第6回宇治ロードレース大会
９月補正

予算案

老若男女ふるって参加を



　
近
年
は
、
四
季
を
問
わ
ず
、

一
年
中
い
ろ
い
ろ
な
食
品
が
出

回
っ
て
い
ま
す
。

　
腐
り
に
く
く
て
見
栄
え
の
す

る
物
や
、
い
ろ
い
ろ
と
加
工
さ

れ
た
食
品
が
増
え
て
来
て
い
ま

す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
晨
業
や
加
工

技
術
の
向
上
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
食
品
添
加
物
の
使
用
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。

　
食
品
添
加
物
は
、
使
用
し
な

い
の
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、

襲
冒
境
の
大
き
な
変
化
に
伴

い
、
加
工
食
品
へ
の
依
存
度
が

高
ま
り
、
必
然
的
に
食
品
添
加

物
の
需
要
が
増
加
し
て
来
て
い

ま
す
。

　
こ
シ
し
た
中
で
、
厚
生
省
に

設
置
さ
れ
て
い
る
「
言
路
加

物
検
討
委
員
今
で
は
、
消
費

者
か
ら
の
「
使
用
し
た
食
品
添

加
物
は
全
面
表
示
を
」
と
の
要

い
て
は
、
例
外
的
な
も
の
奮
除

き
原
則
と
し
て
表
示
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
り
、
そ
の
際
国
民

の
理
解
が
得
ら
元
や
す
い
表
示

と
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
表
示
方
法
は
、
第

一
に
、
難
し
い
化
学
名
で
は
な

く
わ
か
り
や
す
い
物
質
名
を
使

中
間
報
告
か
ら

　
表
示
を
わ
か
り
や
す
く

望
舎
文
け
、
今
年
一
月
中
間
報

告
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
表
示
義
務
を

　
　
　
8
0
％
に
拡
大

　
そ
の
内
容
の
主
な
も
の
を
紹

介
Ｌ
笙
し
ょ
う
。

　
ま
ず
基
本
的
な
考
え
方
は

「
使
用
し
た
食
・
罰
加
物
に
つ

う
。
第
二
に
、
特
に
表
示
の
必

要
性
の
高
い
保
存
料
、
酸
化
防

止
剤
、
着
色
料
、
漂
白
剤
、
甘
味

料
、
糊
料
の
七
種
類
は
物
質
名

と
用
途
名
を
併
記
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
物
質
名
の
代
わ
り
に

用
途
名
で
ち
ょ
い
と
す
る
も
の

な
ど
（
右
下
表
参
考
）
。
で
す
。

　
こ
れ
ら
が
適
用
さ
れ
る
と
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

1
0
月
1
2
日
・
1
9
日

　
第
八
回
宇
治
市
子
芦
も
手
づ
く

り
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
の
文
化
祭
は
、
児
童
・
生
徒

の
制
作
に
よ
る
、
自
主
的
で
創
造

食品添加物の表示方法

○物質名と簡略名(例示)

物　質　名 簡　略　名

リボフラビン
リボフラビン酪酸エステル

ビタミンB2

またはリボフラビン

焼ミョウバン ミョウノくン

食用青色１号(ﾌﾟﾘﾘｱﾝﾄﾌﾞ･il-FCF)

食用青色１号アルミニウムレーキ
青色1号または青1

ぷ一α一トコフェロール
ビタミンＥまたは

トコフェロール

○用途名併記が必要な範囲(例示)

　合成着色料または着色料(青色１号、黄色４号)

　漂白剤(亜硫酸ナトリウム)

　合成糊料または糊料(アルギン酸ナトリウム)

三
百
四
十
七
品
目
の
八
〇
％
が

表
示
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
、

六
十
品
目
余
り
は
、
物
質
名
と

用
途
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
食
品
選
び
は

　
　
表
示
を
生
か
し
て

　
今
後
、
検
討
委
員
会
で
は
、

中
間
報
告
に
つ
い
て
消
費
者
団

性
豊
か
な
作
品
を
一
堂
に
展
示
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
域
・
学
校

を
超
え
た
交
流
を
図
り
、
青
少
年

の
文
化
活
動
の
推
進
と
健
全
育
成

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
親
子
、
友
だ
ち
で
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
1
0
月
１
９
一
日
㈲
・
1
9
日
面

▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
（
中

　
央
公
民
館
・
文
化
会
館
）

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

ト
ク
ラ
フ
ト
を
発
表
す
る
子
ど
も
た
ち
（
昨
年
９
月
）

催しのご案内

会場 日　　時 内　　　　容

中
央
公
民館

10
月

12

日

(日0

9:30～16:00
9:30～10:30

10:30～16:00

作品展示
映，　画

クラフト

文
化
会
館
大
ホ
１
ル

10

月

19

日

㈱

9:30～9:40
9:4Q～11:20
11:20～12:00

12:oo～i3:oo
13:00～15:30

開会式
映　　画

チア*-ール他(西大久保育成学級)
リズム体操(木幡リトミック)

休　　憩
劇　　　(木幡中１年10組)
金管バンド(南部・宇治・槙島･

　　伊勢田小学校)
合唱(宇治市少年少女合唱団・

　　京都中央少年少女合唱隊)
ブラスバンド(宇治中学校)

　　(出演順位は未定です)

体
や
食
品
業
界
な
ど
の
関
係
者

か
ら
意
見
か
聡
き
、
最
終
報
告

に
反
映
さ
せ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
の
表
示
が
生
か
さ

れ
る
に
は
、
消
費
者
一
人
ひ
と

Ｓ
Ｖ
Ｒ
添
加
物
の
効
用
と
マ
イ
ナ

ス
か
よ
く
知
り
、
表
示
衆
賞
品

選
び
に
役
立
て
る
ぶ
つ
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
さ
わ
や
か
な
青
空
、
広
々
と
し

た
芝
生
の
う
え
で
、
園
児
た
ち
と

保
護
者
が
一
同
に
集
い
、
力
い
っ

ぱ
い
運
動
に
リ
ズ
ム
に
活
動
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
待
ち

し
て
い
康
司

▼
と
き
・
・
・
穆
公
日
叫
、
午
前
９

　
時
半
～
正
午

▼
と
こ
ろ
：
太
陽
が
丘
陸
上
競
技

　
場

　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

▲大空高く舞い上がる風船

　
十
二
価
砂
の
衡
畿
に
な
る
と
ヽ

彭
い
あ
い
だ
配
剤
を
ふ
る
っ
て
い

た
獣
欲
か
に
か
わ
っ
て
、
沢
溺
ｉ

ｙ
や
か
の
訟
彭
彫
化
を
鄭
き
あ
げ

て
ゆ
き
ま
す
。

　
そ
の
釘
皿
に
な
っ
た
の
は
側
ガ

ガ
恥
（
一
五
六
）
に
抄
こ
っ
た

　
「
側
だ
の
甜
」
で
し
た
°
　
ｉ
ｍ
Ａ

か
と
を
限
吼
万
胆
を
恥
り
加
く
釦

訟
の
所
５
　
と
ヽ
隷
令
や
ぷ
耕
の
佛

が
殷
く
な
っ
た
獣
廃
侭
が
、
が
樹

の
、
か
七
を
を
き
ぷ
ん
で
報
い
を
は

じ
め
た
の
で
す
。

　
七
爪
五
Ｆ
に
や
洽
と
剽
誰
を
緋

ふ
「
や
洽
訟
」
の
俳
祀
か
ら
は
じ

の一夜彫の

石不動

ま
っ
た
側
ガ
の
む
は
ヽ

わ
ず
か
影

眺
で
聯
り
ま
し
べ
で
も
ヽ
ま
か

を
恥
り
を
く
か
肘
た
ち
の
樹
が
永

吟
は
ヽ
そ
の
嶮
え
き
く
１
　
　
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
徐
岨
沢
万
彭
に
氾
っ
て
報
い
に

影
っ
た
利
潤
密
は
、
耐
れ
た
お
僚

上
加
を
載
脚
（
１
　
　
川
限
）
　
へ
諧
和

し
に
し
ま
し
べ
と
副
は
ふ
た
た

び
刺
誰
へ
刷
る
こ
と
な
く
ヽ
そ
の

ま
ま
徽
峰
で
む
く
な
り
ま
す
。

　
縦
で
は
ヽ
副
密
を
剪
み
な
が
ら

刄
ん
だ
お
首
上
剽
の
ぴ
急
が
、
磁

ず
罵
誰
に
徹
っ
て
和
て
、
圈
訟
に

た
た
る
だ
ろ
う
と
い
う
う
わ
さ
が

⑩

ひ
ろ
ま
り
は
じ
め
ま
し
た
。
溺
密
は

麗
ろ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
胆

咆
の
よ
う
に
ヽ
卦
郎
と
釦
が
ひ
き

い
る
影
荊
珈
の
か
七
が
ヽ
や
海
か

ら
船
唄
を
を
て
「
や
海
豚
」
を
犯

へ
か
め
£
つ
て
ぺ
る
宍
に
愉
ま
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
船
囃
は
た
い
へ
ん

祢
し
い
と
こ
ろ
で
ヽ
び
忿
や
お
け

批
が
勲
ま
っ
て
い
る
と
ヽ
柁
の
心

た
ち
は
段
い
ぶ
ん
で
い
た
の
で
す
。

　
流
感
は
ヽ
示
ろ
し
さ
の
あ
ま
り

に
一
作
　
　
１
　
を
哨
ん
で
、
ぺ
咆
の
う
ち

に
Ｒ
の
乙
に
鉱
さ
ま
を
拙
み
ヽ
部
し

い
船
唄
の
烈
に
献
に
か
け
て
ま
つ

る
よ
う
に
で
ま
し
た
・
か
翌

剔
の
び
急
が
浄
え
さ
る
よ
う
に
柵

ら
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
胎
轍
酎
収
に
あ
る
獄
律
争
の
壌

献
に
ヽ
そ
の
と
き
圈
彭
が
乍
ら
せ

た
も
の
と
偉
え
る
覆
の
乙
に
斯
さ
ま

が
あ
り
ま
す
・
　
「
ぺ
を
Ｕ
の
Ｒ
や

獄
」
と
ゆ
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、

た
い
へ
ん
か
樅
な
乍
吼
よ
う
で
ヽ

こ
ま
か
い
総
１
　
は
し
て
な
い
よ
う

し
に
み
え
ま
す
。
あ
る
い
は
昶
封
の

ぼ
廓
の
た
め
に
ヽ
祉
の
裁
獣
が
す

り
泌
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
資
料
館
）

644

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

第8回　子供手作り文化祭 消
費
者
コ
ー
ナ
ー

市立幼稚園大会

10月21太陽が丘で

食　品
添加物

全国防犯運動　
防犯は日ごと家ごと地域ごと　
10月11日～20日

交
通
共
済
　
火
災
共
済
　
予
約
受
付
中



　
飛
び
込
み
種
目
は
、
飛
び
込

む
箭
の
姿
勢
と
飛
び
出
す
方
向

に
よ
っ
て
、
六
つ
の
「
群
」
に
分

類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｏ
第
一
群
（
前
飛
び
込
み
）
・
・
・

前
向
き
に
踏
み
切
り
、
前
方
へ

飛
ぶ
Ｏ
第
二
群
（
後
飛
び
込
み
）

・
・
・
後
う
同
き
に
踏
み
切
り
、
後

方
へ
飛
ぶ
Ｏ
第
一
二
群
〔
前
逆
飛

び
込
み
〕
…
前
向
き
に
踏
み
切

り
、
返
転
し
て
後
方
へ
飛
ぶ
Ｏ

第
四
群
（
後
踏
み
切
り
前
飛
び

込
み
）
・
：
後
う
同
き
に
踏
み
切

り
、
台
の
方
へ
内
側
に
飛
ぶ
Ｏ

開かれます。発表・展示の部

皿-一番番響-･㎜-■■--･-一響響■-l-個晶-■-一響響･■■■-番個番

共

、一層充実。ご家族連れで、

友人同士で、文化の秋をお楽

第
五
群
一
ひ
ね
り
飛
び
込
み
）
…

一
～
四
群
の
種
目
の
途
中
で
ひ

ね
り
を
加
え
る
Ｏ
第
六
群
〔
逆

立
ち
飛
び
込
み
〕
・
：
台
の
先
端

で
逆
立
ち
を
し
た
姿
勢
か
ら
、

一
一
四
群
の
飛
び
込
み
を
行
う
。

高
飛
び
込
み
の
み
。
逆
立
ち
の

競技の見方

飛び込み

しみください。
・ － 一 ・ 一 一 一 －

プ
ロ
グ
ラ
ム

発
表
の
部
文
化
会
館
で

展

示

部

中

央
公
民

館
で

小
ホ
｜ル

大
ホ
｜ルブ

開会式
3B体操
民謡／

午前の部

11時～正午Ｈ
月
２
日
川吟　詠 舞　踊

午後の部

l時-5時

謡　曲 合　唱
午前の部

9時～正午
11
月
３
日呪三　曲 合　奏

午後の部

卜卜5時

１
１
月
２
日
㈲
Ｉ
４
日
田
（
午
前
９
時
１
午
後
５
時
）

　
生
花
・
水
石
・
盆
栽
・
岡
芸
・
頷
装
品
（
は
り

　
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
押
絵
）
・
文
芸
（
短
歌
、
俳

　
句
）
・
陶
工
芸
・
手
工
芸
な
ど

友

郎一
心ll

唇

ｊ

－１

と

菊
花
刀
郎
一
占
尺

菊

花
朕－

茶
席
－
前
茶

抹
茶

~丿

11
月

27

日
S

30
日

11
月

７

日

Ｓ
９

日

10
月

27

日
S

11

月
８

日

11

？a

ぶ
謳?
４

主

催

宇
治
市
民
文
化
祭
実
行
者

教
育
委
員
会
・
卯
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー

当
Ｉ
Ｓ
‐
・
ｉ
・
Ｉ
自
Ｉ

｜第六君¥

｜さか立ち

ｊ飛び込み

細
分
さ
れ
ま
す
。
と
れ
を
ま
と

め
た
も
の
が
、
飛
び
込
み
種
目

６
つ
の
群
に
分
か
れ

　
５
０
０
を
越
え
る
種
目
数

一
回
で
二
点
減
点
。

二
回
で
Ｏ
点
に
な
る
。

　
以
上
六
つ
の
群
に
、
飛
び
込

似
局
さ
、
空
中
で
の
フ
ォ
ー
ム

（
型
）
、
宙
返
り
や
ひ
ね
り
の
回

数
を
組
灸
お
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
飛
び
板
と
高
飛
び
込
み

合
わ
せ
て
五
百
以
上
の
種
目
に

表
で
す
。

＝＝－ = ●

　 　 ・

　
は
か
り
の
定
期
検
査

　
町
1
1
量
検
定
所
が
、
業
務
用
は

か
り
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

業
務
用
は
か
り
は
Ｊ
検
査
を
受
け

な
い
と
使
用
出
来
ま
せ
ん
。
必
ず

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
検
査

時
に
は
、
手
数
料
と
印
鑑
を
お
忘

れ
な
く
。
『
詳
し
ぐ
は
、
府
計
量
検

定
所
（
ｓ
０
７
５
剛
8
3
3
5
）
、

ま
た
は
市
役
所
商
工
観
光
課
（
ａ

⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
▼
定
期
検
査
の
日
程
・
：
1
0
月
2
8

日
脚
（
東
宇
治
中
学
校
）
、
2
9
日
出

（
木
幡
公
民
館
）
、
3
0
日
閑
（
小
倉

小
学
校
）
、
3
1
日
廊
（
大
久
保
小
学

校
）
、
い
１
１
‥
月
４
日
㈹
・
５
日
㈹
（
宇

治
市
役
所
）
。
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時
。
（
商
工
観
光
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
…
1
0
月
1
5
日
困
、
午
後

３
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
：
読
み
聞

か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
…
幼
児
、
小

学
校
低
学
年
、
母
親
な
ど
の
保
護

者
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
問
い
合
わ

（
国
体
事
務
局
）

:　　.....
ダ……
……

　　｀i

　Ｉ　・ｙ

　｀，ヨ第一群

前飛び込み

・－－－－

帽

１
　

や
ノ
Ｉ

／
ぐ
１

ゴ
　
　
ー
昌

｀
ヽ
ｒ
’
ぐ
・
Ｉ
／
・
’
‐
．
．
‐
ａ
ｌ
！

ｋ
ｆ
　
　
　
　
　
　
．

よ
　
　
－
ｒ

－ － － － － － －

Ｉ－－－－－－－－－－－－－・－・－－■■・¶－－■－－－■－・－一晶■晶晶晶晶晶－－晶・㎜晶－－－－一晶・

せ
・
・
・
中
央
図
書
館
サ
ー
ク
ル
「
絵

本
の
会
」
代
表
・
後
藤
礼
子
さ
ん

　
（
ａ
⑩
8
9
9
1
）
へ
▼
主
催
・
：

中
央
図
書
館
サ
ー
ク
ル
「
絵
本
の

今
。
　
　
（
中
央
図
書
館
）

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｓ
⑩
5
6
5

4
）
へ
。

　
〈
文
章
の
誉
き
方
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
ｍ
…
　
　
月
1
7
日
出
、
2
4
日

出
、
3
1
日
面
、
い
ず
れ
も
午
後
７
時

～
９
時
▼
と
こ
ろ
…
総
合
福
祉
会

館
▼
対
象
：
聴
覚
言
語
障
害
者
▼

指
導
…
京
都
市
聴
覚
言
語
障
害
セ

ン
タ
よ
資
指
導
員
・
山
中
聡
さ

ん
▼
準
四
望
・
筆
記
用
具
▼
参
加

費
・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
期
限
・
：
1
0

月
1
3
日
間
。

　
〈
ク
ラ
フ
ト
教
室
〉

　
▼
と
き
＝
・
1
0
月
2
6
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福

祉
会
館
▼
内
容
…
ひ
も
盈
便
っ
た

マ
ス
コ
″
卜
制
作
▼
対
象
…
肢
体

障
害
者
▼
指
導
：
大
倉
八
重
子
さ

ん
▼
参
加
費
・
・
・
百
円
▼
申
し
込
み

期
限
・
・
・
1
0
月
1
7
日
囃

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
一
人
暮
ら
し
老
人

　
　
　
　
料
理
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
3
日
㈲
、
午
前

1
0
時
Ｉ
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
…
木

幡
公
民
館
▼
内
容
…
き
の
こ
。
ご
飯
、

魚
の
包
み
蒸
し
、
山
い
も
の
み
ぞ

れ
酢
（
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

簡
単
な
料
理
）
▼
指
導
…
ボ
ラ
ン

テ
″
ア
グ
ル
ー
プ
青
梅
心
一
▼
対
象

最低賃

金

上
（
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
準
回
Ｔ
エ
プ
ロ
ン
、

マ
ス
ク
、
三
角
声
ん
▼
参
加
費
…

百
円
▼
申
し
込
み
・
：
社
会
福
祉
協

議
会
（
容
⑩
5
6
5
0
）
へ
電
話
で

▼
主
催
・
・
・
市
一
人
暮
ら
し
老
人
の

会
。
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
合

　
肥
満
学
級

　
▼
日
程
…
○
第
１
回
目
＝
1
0
月

2
0
日
囲
、
午
後
Ｏ
時
半
～
３
時
半

Ｏ
第
２
回
目
…
2
9
日
困
、
午
前
Ｈ

時
～
３
時
半
（
昼
食
付
き
）
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所
▼
内
容
・
テ
ー

了
・
肥
満
の
話
、
食
べ
る
こ
と
と

心
の
健
康
、
試
食
と
栄
養
の
話
、
生

活
の
中
に
運
動
を
▼
申
し
込
み
・
：

宇
治
保
健
所
（
酋
⑩
2
1
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

　
お
茶
の
お
い
し
い

　
　
　
入
れ
方
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
9
日
南
、
午
後

1
0
月
か
ら
改
正

　
　
　
時
間
給
４
６
８
円
に

　
京
都
府
南
部
地
区
の
最
低
賃
金

が
、
十
月
四
日
に
改
正
。
産
業
別

は
、
十
二
月
中
に
改
正
さ
れ
る
予

定
で
す
。
最
低
賃
金
は
、
労
働
条

件
忿
収
善
し
、
働
く
人
々
の
生
活

の
安
定
を
図
る
た
め
、
法
律
で
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

事
業
所
で
働
く
常
用
・
臨
時
、
パ

ー
ト
な
ど
、
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
。
使
用
者
が
最
低
賃
金
額
を

　　　　・

　　　　１

　　　　・－－－－－－－・

池本城南衛管管理者(市長)と竹林同議長

～清掃キャンペーン～

１
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
茶
に
関
す

る
知
識
と
、
お
い
し
い
茶
の
入
れ

方
▼
講
師
・
：
山
本
孝
四
郎
さ
ん
▼

定
員
…
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

…
教
材
実
費
五
百
円
（
当
日
徴
収
）

▼
申
し
込
み
…
宇
治
労
働
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
（
豊
⑩
2
3
1
5
）
へ
電
話

で
▼
主
催
・
・
・
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
運
営
協
議
会
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
難
病
相
談

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
1
日
㈹
、
午
後

１
時
～
４
時
（
午
後
Ｏ
時
半
受
け

付
け
）
▼
と
こ
ろ
…
７
治
保
健
所

▼
内
容
…
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
を
含
む

神
経
難
病
患
者
、
そ
の
疑
い
の
あ

る
人
お
よ
び
七
の
家
族
▼
相
談
担

当
医
師
…
国
立
療
養
所
牢
多
野
病

院
・
西
谷
裕
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：

1
0
月
1
8
日
出
ま
で
に
、
宇
治
保
健

所
（
き
＠
2
1
9
1
）
へ
電
話
で

（
予
約
制
）
。
　
（
宇
治
保
健
所
）

保
障
し
な
い
場
合
に
は
、
処
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

京
都
労
働
基
準
局
（
Ｓ
０
７
５
剛

3
2
1
1
）
、
ま
た
は
市
役
所
交
通

労
政
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
▼
京
都
府
南
部
地
区
最
低
賃
金

額
・
・
・
Ｏ
一
般
労
働
者
（
日
額
）
・
：
三

千
七
百
四
十
四
円
Ｏ
時
間
給
の
人

（
１
時
間
Ｔ
四
百
六
十
八
円
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

市長が街頭啓発
９月24日、京阪宇治駅前

　
本
市
を
は
じ
め
と
す
る
、
三
市
三
町
で

構
成
す
る
城
南
衛
生
管
理
組
合
（
管
理
者
・

池
本
宇
治
市
長
）
で
は
、
清
掃
週
間
（
九

月
二
十
一
日
～
二
十
七
日
）
の
期
間
中
、

『
ポ
イ
捨
て
や
め
て
美
し
い
ま
ち
』
を
標
語

に
、
連
日
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。

二
十
四
日
、
京
阪
宇
治
駅
前
で
は
午
前
七

時
微
系
ら
、
池
本
管
理
者
（
市
長
）
ら
城

南
衛
管
の
関
係
者
九
人
が
、
清
掃
週
間
の

標
語
が
記
載
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
Ｖ
　
J
＼
シ

ュ
を
、
道
行
く
市
民
に
配
布
。
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
今
年
の
清
掃
週
間
で
は
、
六
十
三
年
京

都
国
体
に
向
け
て
重
点
的
に
展
開
し
て
い

る
環
境
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
。
分
別

・
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
”
を
テ
ー
マ
に
、

強
く
訴
え
て
い
ま
す
。

　
ふ
ぐ
処
理
士
試
験

　
▼
試
験
の
日
程
・
：
○
学
科
と
鑑

別
試
験
＝
Ｈ
月
2
9
日
出
、
午
後
１

時
～
５
時
Ｏ
実
技
試
験
＝
Ｈ
月
3
0

日
面
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼

と
こ
ろ
・
・
・
京
都
栄
養
士
専
門
学
校

▼
受
験
資
格
・
・
ふ
ぐ
の
処
理
に
従

事
し
た
経
験
年
数
が
１
年
以
上
の

犬は正しく飼おう

人
、
ま
・
た
は
調
理
士
法
第
３
条
第

１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
調
理
士

養
成
施
設
で
ふ
ぐ
の
処
理
に
関
す

る
課
程
を
修
了
し
た
人
▼
願
書
受

け
付
け
・
問
い
ふ
お
せ
・
・
・
1
0
月
2
7

日
囲
～
3
1
日
出
ま
で
に
宇
治
保
健

所
（
豊
a
2
1
9
1
）
へ
▼
受
験

手
数
料
・
・
・
五
千
百
円
（
京
都
府
収

入
印
紙
）
。
　
　
（
宇
治
保
健
所
）

飼い方が悪ければ他人迷惑に…

　
犬
は
、
昔
か
ら
人
と
共
に
暮

ら
し
て
来
た
賢
い
動
物
で
す
。

で
も
、
可
愛
い
家
族
の
一
員
も
、

飼
い
主
が
正
し
い
飼
い
方
や
し

つ
け
を
し
な
け
れ
ば
、
他
人
に

池
蒙
痴
け
ま
す
。

　
正
し
く
犬
を
飼
ラ
た
め
に
、

次
の
事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
圃
登
録
と
予
防
注
射
…
生
後

３
ヵ
月
以
上
の
犬
は
、
年
に
一

度
決
め
ら
れ
た
時
期
に
、
登
録

と
狂
犬
病
注
射
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
鑑
札
は
、
必

ず
首
輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
■

散
歩
・
：
犬
の
ス
ト
レ
ス
防
止
に

は
、
十
分
な
運
動
が
必
要
。
で

も
、
散
歩
が
面
倒
だ
か
ら
朝
晩

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
■
糞

（
ふ
ん
）
便
の
始
末
・
：
散
歩
時
の

糞
便
は
、
飼
い
主
が
責
任
を
持

っ
て
処
理
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
犬

舎
の
周
囲
む
常
に
清
潔
に
■
鳴

き
声
・
：
最
近
、
犬
の
鳴
座
″
に

関
す
る
苦
情
が
増
加
。
飼
い
主

に
は
気
に
な
ら
な
く
て
も
、
他

人
に
は
迷
惑
で
す
。
鳴
き
正
ま

な
い
時
は
、
家
屋
内
に
入
れ
て

く
だ
さ
い
圃
飼
え
な
く
な
っ
た

犬
の
処
分
志
度
飼
っ
た
犬
は

最
後
ま
で
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う

捨
て
犬
は
野
犬
と
な
り
、
人
に

危
害
を
加
え
た
り
し
ま
す
。
ど

シ
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
市
役
所
や
保
健
所
に
ご

相
談
鴛
　
　
（
環
境
保
全
課
）

645

国体豆知識

お
知
ら
せ

展
示
の
部
中
央
公
民
館
で

宇治市民文

化祭

11月2日（日）から文化センターで



第6回木幡公民館

まつり
第１部は10月18・19日

作
品
展
示
な
ど
で

　
　
地
域
の
交
流

　
笙
ハ
回
木
幡
公
民
館
ま
つ
り
を

三
部
構
成
で
開
催
Ｌ
笙
す
。

　
十
月
十
八
日
出
、
十
九
日
間
は
、

第
一
部
（
盆
栽
・
山
野
草
・
園
芸

植
物
展
）
夕
左
表
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。
秋
の
一
日
、
季
節
の
植

物
観
賞
で
心
な
ご
む
ひ
と
と
き
を

お
過
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
作
品
の
出
品
を
ご
希
望

の
人
は
、
十
月
土
八
日
ま
で
に
木

幡
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
作
品
の
搬
入
・
搬
出
は
出
品

者
自
身
で
お
願
い
し
示
す
。

木幡公民館まつり第１部日程表

　
ま
た
、
十
一
月
に
は
第
二
部
（
つ

ど
い
・
ク
ラ
フ
ト
）
と
第
三
部
（
各

種
作
品
展
示
）
を
開
催
し
ま
す
が
、

第
三
部
へ
の
出
品
作
品
に
つ
い
て

は
、
次
の
要
領
で
募
集
Ｌ
ま
す
。

　
▽
募
集
作
品
・
：
絵
画
、
書
道
、

手
工
芸
品
な
ど
（
一
人
一
点
）
▽

資
格
・
：
市
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア

で
外
に
発
表
の
場
の
無
い
人
▽
募

集
期
間
…
1
0
月
Ｈ
日
～
1
0
月
2
1
日

▽
申
し
込
み
・
問
監
Ｂ
せ
・
：
木

幡
公
民
館
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

催　し　物 日　　時

盆栽・山野草・

園芸植物展

10月18日出･･19日(日)

午前９時～午後４時

盆栽・山野草・園芸植物
のなんでも相談
(鉢などを持参ください)

　10月19日（日）

午後１時～３時30分

ぉ　茶　席

　　一席　2 0 0円

　10月19日（日)

午前lO時～午後３時

模　擬　店

おにぎりとみそ汁200円

　10月19日（n)

午前11時～午後２時

卜
昨
年
の
展
示
品
（
6
0
年
１
０
月
１
９
日
、
木
幡
公
民
館
で
）

婦人講座の日程表

月日
－
ア　ー　マ 内　　　　容 講　　師

10/30

　(村

開　講　式

オリエンテーション

班分け、講座のすすめ方

フリートーク私の受講動機。

中央公民館長

中央公民館m.員

11/7

　図

おかあさん

　がんばって/

子どもから見た母親、

　子どもたちが望む母親像は

(A教大学教授

　　浪花　博さん

11/13
　困

あなたはいきい
きしていますか

余暇の利用と婦人の社会参加

を考える

婦人問a研究家

　　片岡　陽子さん

11/17

　(月)

台所は火の車I?

あなたの家m診断
円高差益はどこへ行った、円
高差益は台所まで来ているか、
円高差益と円高不況の影響。

同志社女子大学教授

　　坂本　武人さん

11/27

　困

働くことが

　　自立なの？
今の世の中、婦人が働ける環
境が整っているか｡婦人の自立
には経済的自立が叱要なのか。

婦人問題研究家

　　片岡　陽子さん

12/1

　囲

8O歳/

その時あなたは？

あなたが8o歳になった時．

老人問題はどうなっている７

京都精華大学教授

　　野上　芳彦さん

12/4

　困

閉　講　式

交　流　会

学習のまとめ

クラフト（七宝焼）

中央公民館ft

中央公民館職貝

健康教室の日程

宇　治　公　民　館

日　時 テーマ（内容） 講　師

10/24
　(斜
午

前

10

時

Ｓ

正

午

国民体育大会と
　　わたしたち

国体事務局職貝

10/31
　囲

体力測定

～自分の体力を知り、
　　増進を図ろう～

市民体育課職員

11/6
　困

健康を守る食生活のあり方

～いま食環境を見直す～

食品問題研究会
山崎　万里さん

11/13
　(ね

調理実習

~楽しい弁当のおかず作り～

栄養士
司馬　正子さん

11/18
　(火)

健康に役立つ民間薬草

～身近に利用できる薬草～
民間薬草研究家
内館　芳邦さん

婦人講座を開講

　
秋
の
一
日
、
南
山
城
地
方
の

史
跡
や
文
化
財
の
歴
史
を
た
ど

秋の歴史探訪
木津川周辺の庶民の歴史と
　　　　　　史跡を訪ねて

　
中
央
公
民
館
で
は
、
４
近
な
問

題
を
取
び
上
げ
な
が
ら
、
こ
れ
か

10月13日から受け付け

中央公民館

ら
の
女
性
の
生
き
方
を
考
え
る
婦

人
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
J
i
v
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
…
右
上
表
の
と
お

　
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前

　
1
0
時
～
正
午
。

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
女
性
。

▼
定
員
…
5
0
人
（
先
着
順
）
。

▼
保
育
…
満
２
歳
以
上
の
そ
こ
な

　
が
対
象
。
お
や
つ
代
と
し
て
、

　
五
百
円
が
必
要
。
ご
希
望
の
人

　
は
、
受
講
申
し
込
み
時
に
併
せ

　
て
（
定
員
1
0
人
）
。

▼
受
講
料
…
無
料
。
七
宝
焼
に
つ

　
い
て
は
材
料
代
実
費
。

▼
申
し
込
み
…
1
0
月
1
3
日
か
ら
、

　
電
話
か
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

広　野　公　民　館

日　時 テーマ（内容） 講　師

10/31

　吻 午

後

１

時

半

Ｓ

４

時

運動の効用と活用法
～一人でも出来る
　　ストレッチ体操～

市民体育課職貝

11/7
　吻

気になる高血圧
～診療現場から見た
　　高血圧～

宇治久世医師会
吉岡　亮平さん

11/14
　吻

心のストレスサイン神経内科医師
広兼　明さん

11/21
　倒

病気の引き金･塩分'追放作戦

～調理の工夫とバラン

ス食とは～(≫事の個人･M)

保健予防課
　栄　養　士

11/28
　囲

あなたのための
　　健康チェック

保健予防課
　保　健　婦

５回共.ストレッチ体操を行います。

つ
て
み
ま
せ
ん
か
。
宇
治
公
民

館
で
は
、
歴
史
を
学
ぶ
会
（
宇

治
公
民
館
サ
ー
ク
ル
）
の
協
力

で
、
秋
の
歴
史
探
訪
名
行
い
ま

す
。

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
6
日
㈲
、
午
前

　
９
時
～
午
後
４
時
半
、
（
雨

　
天
の
場
合
は
中
止
）
。

▼
集
合
・
・
・
午
前
９
時
、
国
鉄
宇

　
治
駅
前
に
集
合
。

▼
コ
ー
ス
・
・
・
国
鉄
宇
治
駅
↓
国

　
鉄
木
津
駅
４
西
明
寺
↓
岡
田

　
鴨
神
社
―
客
御
霊
神
社
―

　
灯
明
寺
↓
常
念
寺
↓
国
鉄
加

　
茂
駅
で
解
散
。
徒
歩
約
1
1
キ

　
ロ
メ
ー
ト
ル
。

▼
講
師
・
・
山
香
茂
‘
｛
λ
（
元
城

　
南
高
校
教
諭
）
。

▼
定
員
…
5
0
人
（
先
着
順
）
、
幼

　
宇
治
川
と
日
本
歴
史
の
接
点

を
訪
ね
、
人
々
の
暮
ら
し
と
宇

治
川
の
か
か
わ
り
を
見
つ
め
る

中
か
ら
、
宇
治
川
に
は
Ｉ
ま

れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
小
倉
公
民
館
で
は
、
本
年
度

も
郷
土
史
講
座
を
次
の
要
項
で

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
の
と
お

　
児
・
児
童
に
は
、
必
ず
保
護

　
者
が
同
伴
の
こ
と
。

▼
費
用
…
交
通
費
各
自
負
現

　
拝
観
料
は
二
百
円
徴
収
。

▼
持
ち
物
・
・
・
弁
当
、
『
水
筒
、
雨

　
具
、
筆
記
用
具
。

▼
申
し
込
み
…
宇
治
公
民
館
へ

　
電
話
か
直
接
来
館
刄

　
　
　
　
　
（
宇
治
公
民
館
）

・

・

４

゛瓦
　ｊ

小倉公民

館

▼
講
師
・
：
歴
史
資
料
館
、
若
原

　
英
弐
さ
ん
。

▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
。

▼
対
象
…
市
民
次
た
は
市
内
に

　
勤
務
す
る
人
。

▼
定
員
・
・
・
4
0
人
（
先
着
順
）
。

▼
申
し
込
み
…
小
倉
公
民
館
へ

　
電
話
か
直
接
采
館
で
。

　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

郷土史講座日程表

－ア　ー　マ 内　　　容

10/31
　(勿

午
後
１
時
半
Ｓ
３
時半

｢国を育てた宇治川｣

　―古代を中心に一

水路と陸路の接点一港と渡り

水上の大動脈、川辺の神々

11/7
　吻

「河畔のくらしと文化」

　ー王朝の宇治－

風物と産物、六族の宇治川

現世と極楽を隔てる流れ

11/14
　囲

｢宇治川の変貌｣
　一乱世の激流－

殺生の場と禁断の場､茶どころ宇治

太閤堤の建設一栄華は他所へ

11/21
　吻

｢宇治川の昆どころ」
　―近世の宇iti－

新しい名所の誕生、旧跡と観光

幻の繁栄一宇治茶と宇治川

11/28
　吻

｢近代化の波の中で｣

一その後の宇治川－

川辺の変容、水運のおとろえ

ダムと水利、今に残る昔の姿

646

健
康
教
室
の
受
講
生
を
募
集

(60年9月12日、宇治公民館で)▲昨年め健康教室

　
宇
治
公
民
館
と
広
野
公
民
館
で

は
、
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

健
康
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
分
の
体
力
を
確
か
め
、
健
康
な

体
づ
く
り
を
図
る
と
と
も
に
、
食

生
活
の
見
直
し
や
、
簡
単
に
出
来

る
健
康
法
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

一
緒
に
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

宇
治
公
民
館
（
1
0
月
2
4
日
か
ら
）

広
野
公
民
館
（
1
0
月
3
1
日
か
ら
）

▼
日
程
・
内
容
・
：
下
表
の
と
お
り
。

▼
と
こ
ろ
…
宇
治
公
民
館
、
広
野

　
公
民
館
。

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
人
。

▼
定
員
…
宇
治
公
民
館
、
広
野
公

　
民
館
共
、
各
3
0
人
（
先
着
順
）
。

▼
申
し
込
み
…
受
講
を
希
望
ず
る

　
公
民
館
へ
、
電
話
ま
た
は
直
接

　
来
館
で
。

　
　
　
（
宇
治
・
広
野
公
民
館
）

郷
土
史
講
座
を
開
設

　
「
宇
治
川
　
そ
の
歴
史
と
文
化
」

公民館の所在地

中
央
公
民
館

宇
治
公
民
館

木
幡
公
民
館

小
倉
公
民
館

1
広
野
公
民
館
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